
意見分類 提出された意見(要約) 市の考え方

・全体として賛同できる内容だと思う。

・大企業優先のまちづくりをせまられつつも、住民の意見、運動を反映させ、市民のいこ
いの場、貴重な里山としても残す、柴金山公園のあるべき姿（案）にしてほしい

・名神高速の環境対策や高架下問題・都市計画道路の建設、それに伴う岸部第二小学校の
周辺環境問題、岸部北区の環境影響・博物館の大規模改修など、解決していくべきものが
多い中、なぜいま「目指すべき姿」を策定しようとしているのか。

・紫金山公園風土記の丘構想のその後の経過も含めて、案を練り上げてほしい。

・公園の中の計画も示していないのに、名神や大阪府との連携というのはどうやって進め
るのか。検討します、連携します、努めますなど全体的にぼやっとしている。

・目指すべき姿の実現には最大限の努力を行って頑張って。

・市民の声を聞きながら進めてほしい。

・パークビジョンが目的から外れなければ良いと思う。

・目指すべき姿（案）はこれまでのワークショップの意見をよく反映されていると思う。

・ゾーン別運営方針の下図について、今後公園区域が拡大することなどを考えて、区域外
周辺も黄緑色に着色しておくべき

黄緑色の着色は背景の色であり、公園区域を示したものではありません。

・パークセンターを北広場に、ビジターセンターを博物館横に配置する等、性格の異なる
ものは別途に整備していくべき
・元々博物館東側への建設が予定されていたビジターセンターの構想場所について、点線
などで記載が必要

・梅園の整備などを行うボランティアの基地等としても、ビジターセンターの整備は必須

・パークセンターやビジターセンターは博物館の横に建てるのであれば、どう活用するの
かを具体的に記載すべきだ。

3 管理施設（柵）の整備に
関する御意見
【１件】

・釈迦ヶ池に乗り越え可能な柵を見直し、池周りの外灯増設を検討してほしい。
釈迦ヶ池への侵入防止柵は、釈迦ヶ池土地改良区と調整の上、補修・更新を進めてまいり
ます。池回りの外灯設備につきましては、公園施設でないため、同改良区へ御意見として
共有させていただきます。

・里山管理等に興味を抱く看板や峠等に道標（ネーミング等）の充実を

・まずは今ある公園の復活をするべきで、掲示板の塗料がはがれていたり、表記があいま
いで分かりにくかったりするため、修繕してほしい。

・南北の往来が分かりづらく、行き来しづらいため、案内板を設置してほしい。

・モニタリングをしっかり行い、今後の長期管理推測を。

・昆虫や身近な動植物の発生源として、縮小しないよう管理していくべき

・近寄りがたいイメージを払しょくするため、適切な樹木伐採管理や、ソーラー電力を活
用した夜間照明ライティングを行い、見通しや景観性を向上させてはどうか。

・Ａゾーンに植樹して、夏でも涼める森を作ってほしい。

・ヒメボタルやオオムラサキが生存できるような環境整備を行ってほしい。

・生物多様性空間とビオトープコリドール等については、地域の里山・耕作地などをつな
ぎ、歴史性等からも再見直しする。

修景施設（植栽等）の整
備に関する御意見
【６件】

紫金山公園の目指すべき姿（案）に対する提出意見と市の考え方について
１　提出期間　令和７年（2025年）３月24日（月曜日）～令和７年（2025年）４月24日（木曜日）
２　提出意見数　　156件（34通）
３　提出意見と市の考え方　　以下のとおり

1

2

4

5

「目指すべき姿」とは、具体的な施設内容等を描くものではなく、公園の理念や目標像、
おおまかな方向性を示すもので、公園の再整備、管理に関わる多様な主体で共有すること
により、同じ方向を向いて、事業を進めることができます。本公園では吹田風土記の丘・
紫金山公園基本計画の基本的な考え方を踏まえながら、アンケートやワークショップ、社
会実験の意見等を取り入れて作成いたしました。策定に至った経緯としては、担い手不足
が懸念されている市民活動に対する支援のため、民間事業者のノウハウやアイディアの活
用を早期に実現する必要があったことが挙げられます。
なお、目指すべき姿を元に、今後10年間程度を見据えた具体的な管理運営の実行計画とし
て、「パークマネジメントプラン」の作成を予定しています。

管理施設（掲示板）の整
備に関する御意見
【３件】

パークセンターの必要機能を検討する中で、ビジターセンター整備基本構想で掲げた機能
等について、複合化も含めた機能の整理・見直しを図るなど、引き続き博物館と連携して
まいります。

管理施設
（管理事務所）の整備に
関する御意見
【４件】

目指すべき姿に関する御
意見
【10件】

Aゾーンにつきましては、適切な樹木管理などにより、安心・安全な利用環境を確保してま
いります。
Bゾーンの活用を含め、生物多様性の回復・向上につながる管理施策につきましては、関係
部局との調整を図りながら、公園協議会の中で協議してまいります。
C・Dゾーンにつきましては、調査を行いながらその結果に合わせて対応を変える順応的な
管理を実施し、魅力的な環境の保全に努めてまいります。

目指すべき姿に記載のとおり、案内及び説明サインの整備・更新を実施してまいります。
いただいた御意見は再整備の際に参考にさせていただきます。
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・園内の地形を生かしたトレイルランニングコースを整備し、ランニング・ウォーキン
グ・ヨガなど、健康増進の起点として活用してはどうか。

・釈迦ヶ池を一周できるよう、散策路の整備を行ってほしい。

・里山ゾーン内の散策路を平瓦で2m幅ぐらいの通路として整備してはどうか。また、ここ
に竹製のベンチがあったら紫金山公園らしいかなと思う。コバノミツバツツジを更に増や
し、景観をさらに美しく。マクラギどおりやLEDと竹を使った竹明かりどおりなどが在ると
吹田らしくなるのではないか。

・北広場への案内連携を進め、釈迦ヶ池や名神高架下回遊性を

・名神の下が回遊できなくなっているため、回遊できるような整備をしてほしい。

・バリアフリー整備には検討が必要。

・南北をもっと行き来しやすくするために、起伏の多い道を平坦な道にしてほしい。

・吹田の里ゾーンにのみトイレ再整備の計画が記載されているが、北広場ゾーンや、子供
の遊び場ゾーンのトイレも改修や修繕を検討すべきだ。北広場のトイレについては、ピク
トサインに色を挿すなど、感覚的に分かり易いように塗装し、子供の遊び場ゾーンのトイ
レはプライバシーを考え、外から見えないようにするのはどうか。また、トイレの手洗い
場にある水栓は、衛生を考慮して、自動水栓にしてはどうか。

・子どもも大人も集える場になるため、トイレの整備をしてほしい。

・トイレが非常に汚く、照明も暗いため、明るく見通しの良い仕様に変更してほしい。老
若男女が使用する施設についてはバリアフリー整備してほしい。災害時（停電時）なども
蓄電などで発電するような機能の拡充を図ってほしい。

・釈迦ヶ池のほとりに、バードツリーカフェのようなカフェ空間を設けてはどうか。

・大学や企業と連携し、都市農業を実践し、市民が実際に農業に触れる機会を提供し、園
内のカフェやマルシェで販売してはどうか。

・賑わいは飲食ではなく、地域の祭りなど、公園使用で作るものではないか。

・博物館を地域の防災拠点として使用してはどうか。

・大きな災害が起こる可能性も高まる昨今、避難できる空間としての公園の役割を備えて
ほしい。
・災害に対して柔軟に対応し～　災害時に活用できる～の部分は民間の力を借りるのが有
効だと思う。
・かまどベンチがあり、定期的に体験できると防災意識も高まり有事の際に活用できると
思う。

・防災に関しては検討が必要。

・広域避難場所と指定されている割には災害対応の設備はない。防災倉庫など、屋外拠点
として対応できるようにしてほしい。

・災害時にも役立つため、きちんとした手洗い場を複数箇所増設をしてほしい。

・ハンモックコーナーを設けてみてはどうか。

・園内にボルダリング施設を設けてはどうか。

・子供の遊び場ゾーンにエキスポシティにあるようなアスレチック遊具を設置してはどう
か。
・紫金山公園の利用を高めるためには、遊具が最も効果的ではないか。特徴のある遊具や
健康器具の導入をしてはどうか。
・子供たちの遊びに遊具を充実させるだけではなく、横浜市のプレーパークのような自然
を活かした遊びができる場所を作ってほしい。

園路につきましては目指すべき姿に記載のとおり、安全性向上やバリアフリー化、健康づ
くりを目的とした補修・更新を行ってまいります。当公園の設置位置が元々山であったこ
とや、里山ゾーンに関しては環境保全を実施していく予定であることなどを考慮すると、
起伏のある地形を平坦にすることは難しいですが、いただいた御意見につきましては、今
後具体的な再整備内容を検討する際に参考にさせていただきます。
また、名神下や釈迦ヶ池周辺を含む園内の回遊性につきましては、西日本高速道路株式会
社や釈迦ヶ池土地改良区と調整し、利便性の向上に努めてまいります。

各ゾーンのトイレにつきましては、安心・安全・快適・高質なトイレ環境を目指して、改
修を実施いたします。
なお、トイレの計画が吹田の里ゾーンにのみ記載されているという御意見を受け、ゾーン
別運営方針の全体へトイレ改修の記載を移動いたしました。

飲食店の設置につきましては、ニーズ調査のアンケートの結果から、市民によるニーズが
あることを確認しておりますが、当公園への設置は、都市計画道路の整備や環境保全な
ど、今後の状況も踏まえて、慎重に検討すべきと考えております。
なお、農業の実践につきましては、地域経済振興室と農家団体が共催で、市民に参加を募
り、田植え、稲刈り等の農作業体験ができる事業（ふれ愛農園）を実施しています。

目指すべき姿に記載のとおり、北広場ゾーンにおいて、地域防災力向上に係る機運の高ま
りに対応したハード面、ソフト面の充実を図ります。具体的な再整備内容につきまして
は、いただいた御意見を参考にさせていただきます。

目指すべき姿に記載のとおり、子供の遊び場ゾーンについては既存の遊具の補修更新によ
り安心して遊べる空間を創出します。その他のエリアにおける遊具や健康器具などの具体
的な再整備内容につきましては、いただいた御意見を参考にさせていただきます。

遊戯施設の整備に
関する御意見
【５件】

園路の整備に関する
御意見
【７件】

便益施設（便所）の
整備に関する御意見
【３件】

便益施設（飲食店）の整
備に関する御意見
【３件】

都市公園の効用を全うす
る施設（防災）の
整備に関する御意見
【７件】
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11
休養施設（休憩所）の整
備に関する御意見
【１件】

・魅力を発信するデザイン力を高めるため、また、場所のわかりにくさの解消のため、園
内の休憩所等を再整備し、休憩所自体を斬新でわかりやすくお洒落なデザインにしてはど
うか。各休憩所で花などを楽しめるような整備にしてはどうか。そのために、休憩所デザ
インについては、市民からのコンテストや若手建築家、コンペがよい

休憩所などの公園施設につきましては、公園施設長寿命化計画に基づき、市内公園の中で
老朽化したものから優先的に修繕・更新を行っているところです。具体的な再整備内容に
つきまてしては、いただいた御意見を参考にさせていただきます。

・北広場の東にある小広場で、北と南の両端に階段状のウッドデッキを設け、休憩所兼20
名程度のミニコンサートやお茶会などができるようにしてはどうか。

・Cゾーンにある釈迦ヶ池近くの通路状(行き止まり)の広場に、お洒落なイス、屋外彫刻な
どを設け、静かに釈迦ヶ池の景観やカモなどを眺め・観察する広場として整備してはどう
か。

13 休養施設
（ピクニック場）の
整備に関する御意見
【１件】

・南側が暗く、入りづらいため、芝生ピクニックゾーンを新設する。
南側、（公園区域における、岸部北方面）特に、里山ゾーンにつきましては、調査を行い
ながらその結果に合わせて対応を変える順応的な管理を実施し、魅力的な環境の保全に努
めてまいります。

・公園内に滞在型のグランピング施設を設け、自然の中で特別な時間を過ごせる空間を創
出してはどうか。

・北広場ゾーンはアウトドア系の施設やイベントを催し、賑わいを創出してはどうか。

・正面にマンションがあるため、BBQスペースの設置などには反対だ。

15
運動施設の整備に
関する御意見
【１件】

・全ての人が楽しく運動できる器具を増やしていろんな人が運動に来てもらえる公園がい
い。

目指すべき姿に記載のとおり、既存の遊具の補修・更新により、安心して遊べる空間を創
出してまいります。すべての人が楽しく運動できるような健康器具等につきましては、社
会実験の中でも御意見としていただいており、今後、具体的な再整備内容を検討する際に
参考にさせていただきます。

・ドッグランは飼い主のマナーや良識について啓発する取組にしてほしい。

・ドッグランは愛犬家の希望と思われるが、反対意見も多いであろうから、今回は見送っ
た方がよいと思う。

・犬の散歩が多いが、市内に公園併設のドッグランが無いため、開設してほしい。

・ペットと暮らしやすい街づくりをするため、先駆けとしてドッグランを作るのはどう
か。
・既に犬の散歩に供されており、特別な施設は不要であるため、「ドッグランなど」を削
除してほしい。

・池に水鳥が飛来するために犬の鳴き声は悪影響になる。ドッグランの設営には反対だ。

・里山ゾーンに薪式フィンランドサウナ＋災害時にも利用できる釈迦ヶ池の濾過水を利用
した水風呂などを設置し、週末に自然音サウンドバス、サウナ瞑想のイベントを実施して
はどうか。地元材を用いて、ローカル循環型施設に。

目指すべき姿に記載のとおり、里山ゾーンにつきましては魅力的な里山環境の保全を目指
しており、この運営方針に則した再整備に努めてまいります。

・子どもの遊び場、ファミリー層のレジャー、大人の里山整備・植物観察などが共存でき
るような整備をしてほしい。

目指すべき姿に記載のとおり、ゾーン別に再整備・管理を行ってまいります。多世代が集
えるような環境整備に努めてまいります。

ドッグランの設置につきましては、運営方法を含めて、設置の可能性を社会実験等で引き
続き検討していく必要があると考えています。

野外卓や椅子の設置につきましては、ニーズに応じて検討してまいります。鎮守の森ゾー
ンにおきましては、目指すべき姿に記載のとおり、安全な散策路から自然観察等が行える
環境整備に努めます。具体的な再整備内容につきましては、いただいた御意見を参考にさ
せていただきます。

目指すべき姿のゾーン別運営方針に記載のとおり、北広場ゾーンに関しては、周辺環境を
勘案しながら、ハード面のみではなく、イベントの開催などを含めた多様なニーズに対応
した空間を創出してまいります。

ドッグランの整備に
関する御意見
【６件】

休養施設（野外卓）の整
備に関する御意見
【２件】

休養施設
（キャンプ場）の整備に
関する御意見
【３件】

その他の整備に関する御
意見
【２件】
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・目指すべき姿を実現するためには関係者団体の協議会を設置し、運用する必要がある。

・市が主体となり、市民と共に公園について議論する場として既に適切なものがあること
を示すため、「公園協議会の設置など」を「紫金山公園運営協議会を発展させ」に改めて
ほしい。

・「公園協議会の設置など多様な主体が参画する公園を目指します。」について、公園協
議会の設置を目指すことが目的ではなく、広く市民など多様な意見を聴き、公園のあり方
を継続的に見直し検討・提案していける組織として活動することが必要である。

・紫金山公園運営協議会の復活

・「市民による新たな利活用を促し、市民、事業者、行政など、多様な主体が協働して公
園を利用・管理する持続可能な仕組みを考えていくことが必要となります。」を「市民に
よる新たな利活用と継続的な管理を促すために、「紫金山公園運営協議会」を再構築する
など市民と行政とが協働して公園を利用・管理する持続可能な仕組みを考えていくことが
必要となります。」としてほしい。

・「公園協議会の設置など多様な主体が参画する公園を目指します。」を「紫金山公園運
営協議会の再構築など、市民と行政が主体となって管理運営する公園を目指します。」に
してほしい。

・騒音やにおいで住民トラブルに発展する可能性があるため、打ち上げ花火等の規制強化
を行ってほしい。

・テントを持ち込んで子供が遊ぶスペースにかかっており、棲み分けた方が良い。

・マルシェ、ワークショップ、キッチンカーなどを定期的に開催し、世代を越えて、市民
の出会いの場とするのはどうか。
・キッチンカーやマルシェの実施については、北広場で開催することで子供たちが遊ぶス
ペースが少なくなるため、反対だ。

・近隣の住民や子供たちが楽しく遊べる「にぎわい」の企画があるとよいのでは。

・岸辺神社のお祭りの際に出店しているベビーカステラ屋のように、南側公園にもキッチ
ンカーを呼び込み、賑わいを創出してはどうか。
・公園内にたばこやティッシュなどが放置されている状況にあるため、ごみ収集などを社
会実験でやってみてはどうか。
・MoriMoriDayのように行政主導ではなく地域が主体となるイベントの引き出し、後押しし
てほしい。
・保全活動をしている市民団体が活動しやすいように補助金の充実等をしていくことを盛
り込んでほしい。
・「紫金山公園みどりの会」の方々が、地道に自然の保全活動をしてこられた経過を大切
にして、今後の方向性や方針を示してほしい。
・公園の管理活動として花壇の整備や、釈迦ヶ池土地改良区と協議の上、定期的な池中清
掃活動へ市民が参画し加われるように

・里山ゾーンは放置すると、常緑樹林に遷移が進み、生物多様性が大きく損なわれるた
め、適切な管理をする必要がある。　市民活動に永続性を持たせるためには行政の支援が
不可欠だ。

・釈迦ヶ池やネクスコとの調整や吉志部神社、博物館との連絡、都市計画道路に関してほ
とんど触れられておらず、納得できる内容ではない。

・山火事対策を行うために、関係機関への通報方法などを事前に用意しておいた方良いと
思う。既にそういったルールが整備されているのであれば、これを機に周知するのはどう
か。

・目標像の中で、他部署の政策との連携・表現方法は。

公園の魅力の一つである里山環境・景観を維持されている市民団体の継続は重要であると
認識しており、既存の支援を続けるとともに、新たに参加されるボランティアや、新たな
市民活動等のニーズに応じて支援内容を検討してまいります。
また、里山ゾーンにつきましては、調査を行いながらその結果に合わせて対応を変える順
応的な管理を実施し、魅力的な里山環境の保全を目指してまいります。

目指すべき姿の達成のため、今後も、必要に応じて、他部署や関係機関と調整・連携を
図ってまいります。

公園協議会は、多様な主体が構成員となり、公園の活用の方向性、地域ニーズに応じた利
用ルールの策定、イベント開催に向けた協議・調整、ボランティア活動の活性化・支援な
どを合意形成のもと進めるものです。
本公園では、目指すべき姿の実現に向け、設置・運営してまいります。構成メンバーは会
の円滑な運営を目指して検討しますが、いただいた御意見については、参考にさせていた
だきます。

なお、公園協議会の設置が目的ではないとの御意見を受け、当該部分の記載を「公園協議
会の設置運営を通じて、」と修正しました。

公園協議会に関する
御意見
【６件】

公園利用のルールや規制につきましては、公園協議会で話し合いをしてまいります。その
際、いただいた御意見を参考にさせていただきます。

紫金山公園で実施するイベントは市民交流の機会増進の場として活用できるものを考えて
おります。
地域、市民の交流増進や、魅力向上のために実施するイベントに対し、後押しができるよ
うな仕組みづくりを進めてまいります。

公園利用ルールに
関する御意見
【２件】

イベントに関する
御意見
【６件】

ボランティア支援に
関する御意見
【４件】

他事業所や関係機関との
連携に関する御意見
【３件】
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・デジタル技術を活用し、公園の魅力（コバノミツバツツジ、吉志部瓦窯跡、釈迦ヶ池な
ど）をAR/VRなどの技術で発信

・スマホの位置情報の博物館や吉志部神社などの位置から、大まかな自分の位置を把握で
きるが、十分ではないため、より詳細な園内施設（休憩所や広場、散策路など）の情報が
分かるようにしてはどうか。散策路については、難易度別に表記したり、距離表示を入れ
てはどうか。また、広場や休憩所に分かり易い名称をつけてはどうか。

・樹木や草花に名札を設け、QRコードなどを用いることで調べられるようにしてはどう
か。

24 園内の特定外来生物に関
する御意見
【１件】

・ミシシッピアカミミガメ、ウシガエル、アメリカザリガニ、カダヤシ、ブルーギル、ア
ライグマなどの多くの特定外来生物が生息しているが、これらの駆除へ対策を講じないの
か？

目指すべき姿に記載の通り、生物多様性に富んだ環境づくりを行ってまいります。市民に
よる在来種の保全活動の支援など、具体的な施策につきましては、公園協議会の中で話し
合います。

・紫金山公園は自然及び歴史的にも重要な場所であり、これらを未来に残す必要がある。

・いかに今の自然を守っていくかが大事なため、魅力を発信するデザイン力を高めたり、
新たな風を吹き込む必要はない。

・町なかにあって紫金山公園の里地里山という魅力的な環境が維持された環境は貴重であ
るため、この環境を残し、子供たちが自然を体感できる場所であり続けてほしい。

・田んぼ環境は生物多様性の観点から、大変貴重な環境であるため、残してほしい。

・住民の憩いの場であり、自然豊かな環境が紫金山の魅力のひとつなので、今の良さを残
し、古くなった環境を整備しつつ、維持してほしい。

・釈迦ヶ池や吉志部神社同様、紫金山の姿を残してほしい。

・自然がいっぱいの紫金山公園にはカフェもお店も必要ない。市民の憩いの場として、こ
のまま残してほしい。

・公園は公園のままで、自然の保全を強く望む。

・紫金山公園は吉志部神社・釈迦ヶ池・博物館をはじめ田んぼもあり緑豊かな鎮守の森も
ある公園で、自由に使える芝生公園・自由に散策できる南側の自然をこのまま残してほし
い

・公園に賑わいを、と強調しているが、豊かな今ある自然を必要な手入れをしつつ歴史的
観点からも市民の憩いの場としてもぜひ保全してほしい。

・紫金山公園のこのままの環境をそっくりそのまま残していき続けるようにしてほしい。

・ボランティアに守られてきた自然豊かな紫金山公園は今のままにしてほしい。人工的な
ものに変えてしまうのはやめてほしい。

・CDゾーンの鬱蒼とした森も、明るい樹林帯も残してほしい。

・里山管理・周辺農地の保全も重要。

紫金山公園が持つ豊かな里山環境や歴史、文化につきましては、本公園の重要な魅力と認
識しており、これらを維持・活用し、更なる魅力向上を目指してまいります。
また、市民団体と連携して里山環境の保全活動に取り組むことが、生物多様性の回復・向
上に貢献するものと考えており、異なる世代や分野で活動する市民が交流し、新たなつな
がりが生まれる機会を創出してまいります。
さらに、デザイン力の向上等につきましては、紫金山公園の魅力をより幅広い世代に向け
アピールするために必要であり、これらの魅力を知ってもらうきっかけになるものと考え
ております。

目指すべき姿に記載のとおり、デジタルコンテンツの整備や、利便性向上のための整備を
進めてまいります。具体的な整備内容につきましては、いただいた御意見を参考にさせて
いただきます。

紫金山公園保全に
関する御意見
【14件】

デジタルコンテンツ
整備に関する御意見
【３件】
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・主体が市民と行政であることを明確にするため、「魅力を発信するデザイン力を高めた
り～ことも必要です」を魅力を発信するデザイン力を高めます」に変えてほしい。

・主体が市民と行政であることを明確にするため、「市民、事業者、行政など、多様な主
体が共同して」を「市民と協働した行政を主体として」に変えてほしい。

・行政として主体的に発信することを明確にするため、「市民など多様な主体とともに」
を「市民とともに」に変更してほしい。

・民間事業者主体となると、住民の意見の反映を困難にし、行政の力量低下、ノウハウの
喪失、職員の監督能力の欠落を招くため、公園の施設整備も管理運営もPark-PFIや指定管
理制度を用いないでほしい。

・江坂公園と桃山公園では、人工物が少ないことなどから桃山公園の方が良い。桃山公園
の公園協議会を傍聴したが、事業者の企画優先に見える。なんでも民間丸投げの今の市の
やり方はよくない。

・課題や目標像の中に事業者や企業等という文言が入っており、行政主体から指定管理へ
移行する方針がうかがわれる。企業が入ると利益優先の懸念があり、今ある自然保全を第
一に考えてほしいため、市民団体の力を借りながら行政主体で進めてほしい。

・紫金山公園に関しては、従来の風土記の丘構想に基づき、市が責任をもって維持してい
くことが大切だと思う。

・行政とみどりの会を中心にこの公園の管理を進めて行ってほしい

・維持管理に関係のないキッチンカーなど、儲けるための事業者になぜ場所を提供するの
か。Park-PFIも飲食店を念頭においていることだろうが、近くの飲食店と競合するものを
市有地に設ける必要は無い。

・キッチンカーを含めた中小企業支援策は充実させてほしい。

・吹田市の予算が開発指向でなく、自然と調和する住民本位の方向に向かえばそもそも
Park-PFIは不要ではないか。

・この方針を掲げた吹田市は、今後、公園管理や修繕等の責任を持ちそうになく、矛盾を
感じる。

・以前吹田市が行ってきたアンケートでも、ワークショップでも、多くの市民の皆さんが
現在の紫金山公園の豊かな自然や歴史的・文化的な史跡、神社との共存、自由に遊べる芝
生広場など肯定的な評価をされていた。それは行政と市民団体によって整備が行われてき
たことによるものであり、なぜ利用・管理する主体に事業者が突然入ってくるのか。

・紫金山公園の管理については、これまで通り行政が主体的に責任をもって行ってほし
い。多様な主体と共に、という文言が良く記載されているため、不安を感じている。「紫
金山公園基本計画・風土記の丘構想」に沿って整備を進めていくのは市でないとできない
と思う。

・概要の部分は、まさにその通りだが、公園の課題③でいきなりキッチンカーやマル
シェ、事業者が出てくるのは理解できない。

・地域における生物多様性保全で知見のある民間事業者などとの…とあるがそんな事業者
など存在するのか。ＮＰＯや大学等の研究機関の協力を求めるのであれば、現在のボラン
ティアで支えられてきた部分を行政が責任もってやればいいのではないかと思う。

・「市民・事業者・行政など～」の部分から「事業者」を削除する。事業者は市民の共有
財産を利用して稼ぐのが事業目的であり市民意見に反した行動を取る事例がたくさんある
ため、主体から外してほしい。

・「計画の基本的な考え方や、これまでの取組を踏まえつつ、魅力を発信するデザイン力
を高めたり、地域における生物多様性保全に知見のある民間事業者などとの連携など 、新
たな風を吹き込むことも必要です。」を「計画の基本的な考え方や、これまでの取組を踏
まえて、市民と行政との連携により紫金山公園の豊かな自然と歴史・文化をより充実、発
展させることが必要です。」としてほしい。

民間事業者などとの連携につきましては、民間事業者などが有するノウハウを活用するこ
とにより、市民サービスの向上を図ることができ、施設の設置目的を効果的に達成するこ
とができると考えております。
現状、公園の整備や管理は、民間事業者などに委託しながら行っており、本公園管理に携
わる多様な主体の１つとして、さらには生物多様性保全やボランティア団体支援等のため
にも、民間事業者などの参画は必要だと考えております。民間事業者などをパートナーと
し、役割分担のもと、本市は引き続き、本公園の管理運営に行政としての責任を持って主
体的に関わります。

また、民間事業者などの参画により、市民協働や地域や関係団体との連携を促進すること
にも寄与すると考えております。

指定管理者制度やPark-PFI制度は公園の管理や整備の具体的な手法の一つであり、目指す
べき姿にも記載しておらず、現時点でその手法を定めるものではありません。

なお、「生物多様性に知見のある民間事業者」とは、自然環境調査を専門とするコンサル
タントや、環境学習プログラムや企業の森づくり支援など生物多様性の知見を必要とする
業務を行ったことのある事業者等を想定しています。

民間事業者に関する
御意見
【18件】
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・「活動のPRチラシ」について、吹田市の活動と誤解される可能性がある。「活動のPRチ
ラシ」を「紫金山公園の保全活動を行ってもらっている紫金山みどりの会の活動のPRチラ
シ」としてほしい。

当該箇所の表現を改め、紫金山みどりの会の出典であることを明記しました。また、他の
チラシを追加で掲載するとともに、多世代へのPRチラシとして、イメージがしやすいもの
としました。

・「水辺探索ゾーン」のところで、「・水際の植栽の管理、安全柵の補修などにより、安
心して釈迦ヶ池の景観を楽しめる空間を創出します。」を「・水際の植栽の管理、安全柵
の補修、更には土地改良区と連携して釣りの禁止徹底などにより水鳥の飛鳥促進など、安
心して釈迦ヶ池の景観を楽しめる空間を創出します。」としてほしい。

市としても水鳥の飛来を楽しめるよう、ルール順守の呼びかけなど、釈迦ヶ池を所有・管
理している釈迦ヶ池土地改良区と連携協力してまいります。

・「つながりを実感できる憩いの場を実現！」としてほしい。公園で暮らすわけではない
ので、「憩いの場」を実現できる公園としたい。

・公園とは”憩い”の場所であり、”暮らし”の場所ではない

・「■地域に受け入れられるイベントなどを通じて」を「■地域や市民が行うイベントな
どを通じて」としてほしい。

昨年11月に開催した紫金山MoriMoriDayは子供から大人まで楽しめるイベントとして、多く
の集客を図ることができました。このようなイベントを「地域に受け入れられるイベン
ト」として想定しており、この中には地域や市民が行うイベントも含んでおります。

・「■都市地域に残る貴重な自然として保全活動に取り組む中で、市民団体と連携し、名
神南側のエリアでの自然共生サイトへの登録による、企業などとのマッチングを促進する
とともに、地域の生物多様性の回復・向上に貢献する空間を創出します。」を「■都市地
域に残る貴重な自然として保全活動に取り組みます。名神南側のエリアでの自然共生サイ
トへの登録など、市民団体と連携し地域の生物多様性の回復・向上に貢献する空間を創出
します。」としてほしい。

「企業などとのマッチング」については寄附等の支援もあることから、企業にこだわら
ず、広く支援者とし、次のとおり修正しました。「■都市地域に残る貴重な自然として市
民団体などと連携し、保全活動に取り組みます。名神南側のエリアでの自然共生サイトへ
の登録による、支援者とのマッチングを促進するとともに、地域の生物多様性の回復・向
上に貢献する空間を創出します。」

・「歴史と文化、個性のある公園づくりを実現！」としてほしい。「活力ある」とは何を
指すのか不明瞭。

本公園が健康で豊かな暮らしを支えるものと言えるため、当該部分を「まちの個性や市民
の暮らしに貢献する公園づくりを実現！」と修正しました。

・メンバー減少も懸念され…一方でキッチンカーやマルシェなどとあるが、キッチンカー
等の活動は従来為されてきた市民による環境保全活動とは違うものではないか。

当該部分については、想定していた活動がどちらも市民活動であったため、このように記
載しておりましたが、「メンバーの減少なども見られるようになっています。一方でキッ
チンカーや…」の部分の「一方で、」を「また、」に書き換えました。また、キッチン
カー、マルシェの内容を包含するため、標題を「③市民活動の次世代への継承、活性化」
と改めました。

・「現在園内では市民団体による環境保全活動が継続的に行われていますが、メンバーの
減少なども見られるようになっています 。」は、認識も違っており、行政文書として一市
民団体の内情について記載することは不適切である。「現在園内では市民団体による環境
保全活動が継続的に行われており、そうした活動が今後も継続的に進めていけるよう支援
することが求められます。」としてほしい。

当該部分より、「メンバーの減少」の文言を削除しました。また、継続的な管理を促進す
る仕組みづくりを行う意を明記するため、「市民による新たな利活用や継続的な管理を促
し、公園協議会など、」を追記しました。

・キッチンカー・マルシェの運営は行政が主体的に介入する問題ではない。
本市が、市民自ら企画運営するマルシェやキッチンカーなどのプログラムを支援するもの
で、主体的に誘致・開催をするものではありません。

・ 「紫金山公園は起伏に富み、市民ボランティアによる散策路整備など、健康づくりや身近で気軽
に心身のリフレッシュが図れる場ですが、樹木が鬱蒼と茂っていて「近寄りがたい」と感じている利
用者もいます。公園内の複数の広場が分断され、場所のわかりにくさ、移動のしづらさが感じられ
ます。」を「紫金山公園は健康づくりや身近で気軽に心身のリフレッシュが図れる場となっていま
す。南側は樹木が多く起伏に富む地形となっており、市民ボランティアによる散策路整備などが行
われていますが、複数の広場が分断され、場所のわかりにくさ、移動のしづらさが感じられます。」
としてほしい。

「南側は起伏に富み、市民ボランティアによる散策路整備などが行われていますが、公園
内の樹木による見通しの悪い箇所や、複数の広場が分断され、場所のわかりにくさ、移動
のしづらさが感じられます。」と修正しました。

公園は憩うだけではなく、誰かと遊んだり運動したり集うなど、人と人とのつながりの場
と考えています。当該部分を「人と人とのつながりを実感できる場を形成！」に修正しま
した。

文言修正に関する
御意見
【11件】
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Administrator
線



・新風土記の表現、消失してしまった吉志部神社と周辺を50年先へ向けた文化財のある風
景の創造へ向けて再整備

・里山景観・風土記の丘整備の記載が無い。

・釈迦ヶ池の管理活動への地域参画へのいざない

・釈迦ヶ池の水を綺麗にしてほしいため、釈迦ヶ池土地改良区と協力して取り組んでほし
い。

・公園自体の緑の存亡にかかわる都市計画道路の建設を前提とした案となっているが、紫
金山公園に道路を走らせ切り刻んではならない。
・公園の緑を守るため、子供の通学の安全の為、住環境の破壊をもたらさないためにも、
府道建設には反対だ。
・都市計画道路の建設は環境破壊や自然環境への影響が懸念されるため、行政が要となり
しっかりと大阪府に求めてほしい。
・公園と並行した形で建てられている府道建設計画にあたって、公園と道路の境目におけ
る安全強化や、子供飛び出しの防止等、対応をお願いしたい。

・都市計画道路には歩道橋の設置など、歩車分離できるような工夫をしてもらいたい。

・都市計画道路豊中岸部線について、建設反対だ。都市計画道路の計画を中止する、路線
を変更して公園内を通らないようにする、公園が分断されないような道路設計にする、以
上のどれかを検討してほしい。

・何故吹田市の関係者は都市計画道路の話を避けるのか

・都市計画道路についてすでに決定した事項について反対はしない考えだが、自然への影
響に配慮することを求めていく具体的な内容は記されていないため、今後市民に対して具
体的な配慮の内容を適切な時期(動かしがたくなる前)に情報発信し、議論の内容を踏ま
え、進めていってほしい。

・府道路計画はいろんな問題が出てくると思う。この地域の自然環境や歴史はとても私た
ちの財産であるため、保全していき続けるよう市が責任をもって府へ伝えて行ってほし
い。

・都市計画道路のトンネル化や蓋掛け等について、再議論すべき。高速道路と吹田市のハ
イウェイオアシス（地域拠点整備事業等）への布石となるような環境整備が重要ではない
か。

・キツネの生息や、多くの野鳥も確認され、閑静な環境にあり、府道の建設によりこれら
が乱されないようにする必要がある。地域が分断されずに博物館への接続として、最低限
ペデストリアンデッキや広場、それらを連結する未来型ＥＶやエスカレータ等の設備が必
須ではないか。

・博物館周辺には瓦窯遺跡、須恵器窯場跡、ピンク火山灰等もあり、博物館と周辺を新風
土記の丘として再整備を行えるように府とも道路の蓋掛け協議が必要。

・「博物館ゾーン」の後段で、「・都市計画道路をまたぐ動線整備については、他のゾー
ンとの連続性を確保するよう大阪府と連携を図ります。」を「・都市計画道路をまたぐ動
線整備については、他のゾーンとの連続性を確保するとともに自然環境を後退させないよ
う大阪府と連携を図ります。」としてほしい。

・歩車道分離の構造、地域分断が生じないように道路構造の見直し、道路上への広場確保
が望まれ、公園、博物館、府道路の総合設計

今後の業務の中で参考にさせていただきます。

釈迦ヶ池土地改良区とはこれまで情報共有を重ねており、釈迦ヶ池の環境整備につきまし
ては、引き続き同土地改良区と調整し、連携してまいります。また、同改良区からは、周
辺の植栽も含めて、定期的に管理・清掃を行っていると伺っており、地域の参画につきま
しても御意見として、共有させていただきます。

目指すべき姿に記載のとおり、吹田風土記の丘・紫金山公園基本計画の基本的な考え方を
踏襲しております。

既存計画（風土記の丘基
本計画）に関する
御意見
【２件】

釈迦ヶ池に関する
御意見
【２件】

都市計画道路
（豊中岸部線）に
関する御意見
【14件】

骨子案以外の意見【５件】

都市計画道路 豊中岸部線につきましては、大阪府によって行われる事業です。当計画は策
定当初から公園に隣接した道路計画であり、公園区域内を通ったり、分断するものではご
ざいません。
一方で、公園区域内の里山環境・景観への影響や、公園利用者への影響が生じることは十
分に考えられます。このため、大阪府には引き続き、公園管理者として、現在の里山環
境・景観や公園利用を損なわないよう、求めてまいります。
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